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］



デリカアドバイザーで日々の仕事を復習し 
基礎知識を確かなものに
　会社の方針でデリカ部門の社員は入社半年を経過すると、
デリカアドバイザー養成研修を受講して、惣菜を調理・販
売する際の注意点や衛生・食品表示などの法令、バックヤ
ード・厨房での作業工程から栄養やアレルゲンなど基本的
な知識を身に付けるように受講を推進しています。私は２
年前に受講して資格を取得しました。講習は日々の仕事の
復習が多かった記憶があります。食中毒や異物混入などの
ニュースがあると、基本に沿って店舗内を改めて確認して
います。
　入社するまで惣菜の調理や販売に携わったことはありま
せんでしたが、食べることや調理が好きなことから、食品
に関わる仕事をしたいという思いで入社しました。ミート
デリカ事業部では、仕事を通して会社のコンセプトである
「お肉を健康的に食べる」ことを学び、とても共感していま
す。お客さまに広く伝えていきたいと思っています。

肉と野菜を一緒に取る 
ヘルシーでたんぱく質が豊富なお弁当が人気
　入社１年半の時に、新店「Meat up!! 博多駅マイング店」
のオープンと同時に店長を拝命し、スタッフ６人と店舗を

運営しています。商品の約半分はCK（セントラルキッチン）
からのアウトパックですが、半分はサラダやオードブル、
お弁当などを店内調理しています。
　お客さまの約３割は高齢の方なので、会話を大切にして
います。消費期限や味はもちろんですが、硬さや食感につ
いて多くの質問を受けます。そこで、鶏モモ肉は温めると
柔らかくなることや脂肪分の少ないお肉をお探しの場合は
鶏胸肉をお勧めしています。また、お弁当や惣菜にはゴボ
ウ・レンコン・サツマイモなどの根菜類が多く入っている
ため、硬さを心配するお声もいただきますが、「シャキシャ
キした歯切れのよい食感を楽しめます」と伝えています。
　肉と野菜が一緒に取れる「Meat up!!」のお弁当は、ヘル
シーでたんぱく質が豊富な栄養バランスの良い商品を目指
しています。売れ筋は、和牛のすきやき重（850円）、胸肉
のローストチキンサラダ（500円）、根菜入りハンバーグ（1

ヶ 400円）などです。鶏モモ肉の皮目がパリッとなるよう
にグリルしてトッピングしたサラダ弁当（500円）も女性
のランチに人気です。
　今、惣菜管理士の三級を受講中です。知識を深めてお客
さまによりおいしく健康なお肉の食べ方の提案を、後輩に
は安全安心な商品提案の指導をして、お客さまに喜ばれる
お店にしていきたいと思います。
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〈デリカアドバイザー〉 
㈱エル三和　
Meat up!! 博多マイング店 店長 
西田 陽子 さん 

お肉を健康的に食べる 
　　　“正しい知識と食のご提案”
　㈱エル三和は創業35年を迎える。主要な事業である「お肉の三周家」は、九州エリアのスー
パーマーケットなどで、テナントとして精肉コーナーの加工や販売を14店舗展開。2019年
には“選りすぐりのお肉をよりヘルシーに召し上がっていただきたい”と、調理法にこだわっ
た手作り惣菜専門店「Meat up!!」をオープンし、福岡市内で4店舗に拡大している。 

「森の道・赤い森」
田﨑飛鳥��Tazaki Asuka 
2016 年　アクリル絵具　キャンバス F50 号

　森の奥にある幸せの場所に通じる真っすぐな道を赤い
樹、ピンクの樹、黄色の樹などで楽しい森として表現し
た。この作品は JR 東日本の釜石線（花巻駅〜釜石駅間）、
東北本線（花巻駅〜盛岡駅間）をラッピング列車として、
2023 年 10 月より約 2 年間運行される。

（問合せ先〉
岩手県陸前高田市横田町字狩集 81-5 
TEL：0192-57-7633
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日
本
惣
菜
協
会
が 

外
国
人
技
能
実
習
制
度
に
風
穴

清
水
　
調
理
麺
の
伸
長
が
目
覚
ま
し
く
、
こ
の

十
数
年
の
間
で
、
大
き
く
市
場
を
拡
大
し
て
き

て
い
ま
す
。
２
０
２
２
年
度
版
惣
菜
白
書
に
よ

る
と
、
21
年
度
の
市
場
は
７
９
７
５
億
円
（
前
年

比
０
・
３
％
減
）
で
、
20
年
度
の
16
・
３
％
の
大

幅
増
か
ら
横
ば
い
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
調
理
麺

業
界
は
と
て
も
元
気
で
す
ね
。

栗
田
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
、

現
実
は
人
手
不
足
で
大
変
で
す
。
こ
の
業
界

は
、
夏
と
冬
の
需
給
が
大
き
く
異
な
る
の
で
通

年
の
稼
働
の
平
準
化
に
苦
労
し
て
い
ま
す
。
夏

は
蕎
麦
・
冷
や
し
中
華
・
冷
や
し
う
ど
ん
な
ど
、

冷
た
い
主
食
が
他
に
な
い
の
で
調
理
麺
業
界
の

独
壇
場
で
す
が
、
冬
は
と
い
う
と
弁
当
や
丼
な

ど
の
温
か
い
ご
飯
物
と
競
合
し
、
私
ど
も
の
業

界
は
ま
だ
ま
だ
商
品
が
未
熟
で
厳
し
い
市
場
で

す
。

　

売
上
の
夏
対
冬
は
３
対
１
く
ら
い
で
す
。
こ

の
差
は
工
場
の
稼
働
・
労
働
力
の
偏
り
と
な
る

た
め
、
理
想
は
通
年
で
仕
事
が
平
準
化
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
す
。
こ
の
偏
っ
た
労
働
の
対
策
と

し
て
、
外
国
人
技
能
実
習
制
度
の
採
用
を
考

え
、
日
本
惣
菜
協
会
へ
相
談
に
伺
っ
た
の
が
協

会
と
の
出
会
い
で
し
た
。
当
時
、
業
界
に
は
外

国
人
技
能
実
習
制
度
が
な
く
、
ゼ
ロ
か
ら
協
会

と
一
緒
に
作
り
上
げ
て
惣
菜
製
造
業
が
職
種
認

定
さ
れ
、
厚
生
労
働
大
臣
公
示
に
よ
り
施
行
と

な
っ
た
の
が
15
年
４
月
で
す
。

人
手
不
足
は
労
働
力
だ
け
で
は
な
い
、

会
社
を
動
か
す
人
材
も
い
な
い

清
水
　
業
界
全
体
が
人
手
不
足
で
大
変
困
っ
て

お
り
ま
す
。
今
で
は
多
く
の
企
業
が
外
国
人
技

能
実
習
生
を
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今

は
在
留
資
格
変
更
の
真
っ
た
だ
中
で
、
技
能
実

習
生
の
受
入
れ
機
関
を
お
持
ち
の
栗
田
社
長
に

具
体
的
な
お
話
を
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
現

在
、
従
業
員
の
外
国
人
比
率
は
ど
の
く
ら
い
で

し
ょ
う
か
。

栗
田
　
直
接
雇
用
は
３
０
５
人
（
23
年
11
月
現

在
）
で
す
。
内
訳
は
社
員
80
人
・
パ
ー
ト
10
人
、

外
国
人
１
０
０
人
（
特
定
技
能
70
人
・
技
能
実

習
30
人
）、
フ
ァ
ミ
リ
ー
社
員
（
＝
契
約
社
員
）

１
１
０
人
と
い
う
雇
用
形
態
で
す
。
他
に
派
遣

を
お
願
い
す
る
と
き
も
あ
り
ま
す
。

清
水
　
特
定
技
能
が
多
い
で
す
ね
。

栗
田
　
技
能
実
習
生
は
企
業
規
模
で
上
限
人
数

が
決
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
と
、
当
社
は

ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
来
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、

コ
ロ
ナ
禍
や
国
で
ク
ー
デ
タ
ー
が
起
こ
る
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
が
あ
っ
て
出
国
で
き
な

い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
、
１
年
分
の
入
国
予
定

人
数
は
本
来
だ
っ
た
ら
45
人
の
予
定
で
し
た
。

特
定
技
能
も
技
能
実
習
も
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
を
受

け
入
れ
て
い
ま
す
。
派
遣
に
は
ベ
ト
ナ
ム
人
や

中
国
人
が
い
ま
す
。

清
水
　
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
は
政
令
の
特
定
活
動
で

受
け
入
れ
て
い
ま
す
か
。

栗
田
　
社
会
状
況
に
影
響
さ
れ
、
軽
い
気
持
ち

で
捉
え
て
い
る
方
が
多
い
と
聞
い
て
い
る
の

で
、
政
令
の
特
定
活
動
は
当
社
の
思
い
に
は
添

わ
な
い
た
め
採
用
し
て
い
ま
せ
ん
。
当
社
の
取

人生を預かる覚悟で
外国人労働力を考える
　2015年３月31日に（一社）日本惣菜協会が（公財）国際研修協
力機構により外国人技能実習制度における「惣菜製造業」の職
種認定を受けて以降、現在９年目を迎える。「惣菜製造業」が国
の公的機関から職種として認定されたのは初めてのことであり、
この間、外国人になじみのない中小企業も外国人スタッフを戦力
化してきた。試験実施機関は（一社）外国人食品産業技能評
価機構（OTAFF）に移行し、在留資格は技能実習制度
に特定技能が加わり、間もなくこの２つが一本化
となる。受入れ機関も運営し、「惣菜製造業」の
職種認定をけん引してきた㈱デリモの栗田美
和子社長に外国人就労の現状や将来の展望に
ついて現場の声を聞いた。
聞き手：（一社）日本惣菜協会�専務理事�清水誠三

あの人と60分SPECIAL INTERVIEW

㈱デリモ�代表取締役社長

栗田 美和子 氏��Kurita Miwako
　富山県富山市生まれ。1979年日本大学生産工学
部卒業。78年製麺業の㈱栗田製麺所入社、79年取
締役。94年惣菜業に事業転換を図り㈱クリタエイ
ムデリカに社名変更。03年常務取締役。12年３代
目代表取締役社長。22年食卓提供業に進化するた
め㈱デリモに社名変更、本社・工場を埼玉県草加市
に新築。（一社）日本惣菜協会理事。
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引
先
は
食
品
ス
ー
パ
ー
・
一
部
Ｃ
Ｖ
Ｓ
業
態
・

生
協
・
介
護
施
設
な
ど
約
１
１
０
社
で
す
。
工

場
は
24
時
間
３
６
５
日
稼
働
し
、
正
社
員
は
シ

フ
ト
で
７
ヵ
月
以
内
の
夜
勤
が
あ
り
ま
す
。
厳

し
い
と
い
わ
れ
る
職
場
で
す
。

清
水
　
広
い
意
味
で
、
業
界
の
人
手
不
足
を
ど

の
よ
う
に
見
て
い
ま
す
か
。

栗
田
　
私
が
懸
念
し
て
い
る
の
は
、
会
社
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
正
社
員
の
入
社
率
が
低
い
こ

と
で
す
。
毎
年
、
新
卒
は
４
人
前
後
入
社
し
ま

す
が
、
私
が
社
長
に
な
っ
て
か
ら
正
社
員
は

ず
っ
と
85
人
前
後
で
す
。
１
０
０
人
に
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
定
年
や
家
庭
の
都
合
で

辞
め
る
人
を
カ
バ
ー
す
る
の
が
や
っ
と
と
い
う

状
況
で
す
。

　

こ
の
間
、
あ
る
大
学
の
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

で
26
年
卒
の
政
府
推
奨
就
活
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

一
部
前
倒
し
に
変
更
に
な
っ
た
と
い
う
話
を
聞

き
、
慌
た
だ
し
く
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
25

年
３
月
卒
業
の
学
生
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

利
用
し
た
約
８
割
は
、
す
で
に
就
職
が
内
定
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
３
年
生
が
８
月
に

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
す
る
と
翌
年
の
２

月
に
は
内
定
を
出
せ
る
と
い
う
こ
と
で
、
４
年

生
を
待
た
ず
に
３
年
生
の
う
ち
に
内
定
す
る
と

い
う
こ
と
で
し
た
。

清
水
　
そ
ん
な
に
内
定
が
早
ま
っ
て
い
る
の
で

す
か
。

栗
田
　
そ
う
で
す
。
当
社
に
も
、
国
立
大
学
や

農
業
大
学
な
ど
で
食
品
に
関
す
る
専
門
知
識
を

学
ん
だ
社
員
が
い
ま
す
。
彼
ら
が
入
社
し
た
時

代
は
、
バ
ブ
ル
が
は
じ
け
て
就
職
先
が
少
な
い

中
で
当
社
を
選
ん
で
も
ら
っ
た
と
い
う
背
景
が

あ
り
ま
す
。

　

今
は
、
当
社
の
よ
う
な
中
小
企
業
を
選
ぶ
と

い
う
誘
因
が
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
会
社

を
ど
う
見
せ
た
ら
良
い
人
材
が
入
っ
て
く
れ
る

の
か
。
ま
だ
そ
こ
ま
で
戦
略
を
立
て
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
。

清
水
　
会
社
を
動
か
す
社
員
が
来
て
く
れ
な
い

と
い
う
こ
と
は
、
業
界
全
体
の
問
題
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

栗
田
　
世
間
は
労
働
力
不
足
に
着
目
し
て
い
ま

す
が
、
会
社
を
動
か
す
人
材
不
足
も
深
刻
で

す
。
協
会
に
お
願
い
し
た
い
の
は
、
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
結
ぶ
た
め
に
、
各
大
学
の
キ
ャ
リ

ア
セ
ン
タ
ー
と
包
括
連
携
を
し
て
も
ら
い
た
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
中
途
採
用
も
考
え
て
い
ま

す
が
、
ま
ず
は
新
卒
か
ら
し
っ
か
り
育
て
る
こ

と
が
大
切
と
思
い
新
卒
採
用
を
頑
張
っ
て
い
る

状
態
で
す
。

清
水
　
新
卒
採
用
は
定
着
率
が
良
い
訳
で
す

ね
。

栗
田
　
よ
ほ
ど
家
庭
の
事
情
が
な
い
限
り
在
職

し
て
く
れ
ま
す
が
、
当
社
は
地
域
採
用
が
少
な

く
遠
方
出
身
が
中
心
の
た
め
、
介
護
や
親
を
心

配
し
て
郷
里
に
帰
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
こ
の
２
〜
３
年
は
地
域
採
用
が
増
え
て
い

ま
す
。
学
校
給
食
で
ク
リ
タ
の
麺
を
食
べ
た
と

い
う
人
が
地
域
で
働
き
た
い
と
入
社
し
て
い
ま

す
。
新
本
社
・
工
場
効
果
で
し
ょ
う
か
。
地
域

に
選
ば
れ
る
会
社
に
な
ら
な
く
て
は
い
け
な
い

と
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

清
水
　
次
代
を
担
う
人
材
育
成
、
地
域
に
選
ば

れ
る
企
業
。
切
実
な
課
題
で
す
ね
。
そ
こ
に
、

少
し
ず
つ
手
応
え
が
出
て
き
て
い
る
デ
リ
モ
さ

ん
の
実
直
な
取
り
組
み
に
は
頭
が
下
が
り
ま

す
。

出
産
も
子
育
て
も
、
人
生
を
預
か
る

栗
田
　
外
国
人
従
業
員
の
中
で
、
来
日
し
て
か

ら
恋
人
に
な
り
、
こ
こ
最
近
６
組
が
結
婚
し
ま

し
た
。
戦
乱
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
帰
国
し
て
子
ど

も
を
産
む
の
は
怖
い
の
で
、
日
本
で
出
産
す
る

人
が
増
え
て
い
ま
す
。
外
国
人
は
通
訳
を
つ
け

な
い
と
病
院
が
受
け
付
け
て
く
れ
な
い
た
め
、

組
合
の
日
本
語
の
先
生
は
大
忙
し
で
す
。
社
長

と
し
て
外
国
人
従
業
員
の
こ
と
を
考
え
る
と
、

日
本
の
医
療
機
関
と
制
度
を
利
用
し
て
出
産
し

た
方
が
安
全
だ
と
思
い
ま
す
。
技
能
実
習
が
導

入
さ
れ
た
初
期
の
頃
は
、
10
代
で
来
日
し
３
年

で
帰
国
し
て
い
ま
し
た
。
現
在
は
特
定
技
能
が

で
き
て
平
均
８
年
に
な
り
ま
し
た
。
適
齢
期
に

な
れ
ば
恋
も
結
婚
も
し
た
い
で
す
よ
ね
。

清
水
　
栗
田
社
長
は
い
つ
も
若
い
人
た
ち
の
人

生
を
預
か
っ
て
い
る
と
お
話
し
さ
れ
ま
す
が
、

そ
の
意
味
が
分
か
り
ま
し
た
。

栗
田
　
な
か
な
か
人
生
を
預
か
る
と
い
う
意
味

が
分
か
ら
な
い
経
営
者
が
多
い
よ
う
で
す
。
外

国
人
の
受
入
れ
機
関
は
金
も
う
け
だ
と
思
わ
れ

る
と
こ
ろ
が
こ
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
ネ
ッ
ク
で
す
。

私
は
、
デ
リ
モ
が
加
入
し
て
い
る
受
入
れ
機
関

か
ら
、
事
業
な
の
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
の
か
と

叱
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
は
日
本
に
来
る
彼
ら
や

彼
女
ら
を
通
じ
て
ミ
ャ
ン
マ
ー
が
良
く
な
る
こ

と
を
応
援
す
る
と
い
う
考
え
方
で
す
。
で
す
か

ら
、
彼
ら
や
彼
女
ら
に
は
自
分
た
ち
が
国
を
良

く
し
な
さ
い
と
本
気
で
言
っ
て
い
ま
す
。

清
水
　
本
来
、
技
能
実
習
生
制
度
は
国
際
貢
献

事
業
で
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
が
、
い
つ
の
間

に
か
一
部
の
ブ
ロ
ー
カ
ー
が
金
も
う
け
の
道
具

に
し
た
こ
と
で
、
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
が
悪
く

あの人と60分SPECIAL INTERVIEW

栗
田　
ピ
ョ
ウ
テ
ィ
ウ
ィ
さ
ん
は
優
秀
で
、
Ｎ

２
受
験
の
勉
強
中
で
す
。
料
理
が
一
番
上
手
で

す
。
イ
エ
モ
ン
さ
ん
は
、
Ｎ
３
を
勉
強
中
で
す
。

来
日
２
年
目
で
当
社
の
リ
ー
ダ
ー
試
験
に
合
格

は
優
秀
で
す
よ
。
外
国
人
の
方
に
も
惣
菜
管
理

士
を
学
ん
で
も
ら
い
た
い
の
で
す
が
、
Ｎ
２
の

実
力
が
な
い
と
問
題
を
解
け
な
い
の
で
、
ま
ず

は
日
本
語
能
力
試
験
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

清
水　
日
本
の
印
象
は
ど
う
で
す
か
。

ピ
ョ
ウ
テ
ィ
ウ
ィ　
平
和
で
良
い
国
で
す
。

イ
エ
モ
ン　
楽
し
い
で
す
。
賑
や
か
で
す
。

清
水　
働
い
た
お
金
を
お
国
に
送
金
さ
れ
て
、

変
わ
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

ピ
ョ
ウ
テ
ィ
ウ
ィ　
新
し
い
家
を
買
い
ま
し
た
。

イ
エ
モ
ン　
父
と
母
に
新
し
い
家
を
買
い
ま
し
た
。

清
水　
社
内
で
日
本
語
を
教
え
て
も
ら
う
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
。

イ
エ
モ
ン　
会
社
の
共
育
チ
ー
ム
が
月
に
１
回

勉
強
会
を
開
い
て
く
れ
ま
す
。

栗
田　
特
定
２
号
に
向
け
て
、
対
象
者
8
人
に

共
育
チ
ー
ム
が
勉
強
会
を
開
い
て
ま
す
。

清
水　
特
定
１
号
は
一
般
の
労
働
者
で
す
が
、
特

定
２
号
は
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
目
指
す
の
で
合
格
率

は
30
％
く
ら
い
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
会
社
で

勉
強
会
を
さ
れ
て
い
る
の
は
心
強
い
で
す
ね
。

栗
田　
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
国
内
が
落
ち
着
く
ま
で
、

特
定
技
能
を
続
け
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
は
、

自
分
た
ち
で
国
を
守
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
伝

特
定
技
能
・
技
能
実
習
生
と
の
ミ
ニ
座
談
会

「
日
本
で
稼
い
で 

　
　
夢
を
実
現
す
る
」

ピョウティウィさん
（特定技能：リーダー） 
来日７年目、Ｎ２勉強中 

趣味：料理

イエモンさん
（技能実習：リーダー） 
来日2年目、Ｎ３勉強中 

趣味：料理
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な
っ
て
し
ま
っ
た
感
は
否
め
ま
せ
ん
ね
。
今
回

の
制
度
変
更
で
も
、
転
職
に
ブ
ロ
ー
カ
ー
が
暗

躍
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
と
支
援
監
理
団
体
を
通
さ
な
い
と

転
職
で
き
な
い
と
記
さ
れ
ま
し
た
。

栗
田
　
そ
れ
く
ら
い
で
は
だ
め
で
す
。
裏
を
か

く
者
は
必
ず
出
て
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
ブ

ロ
ー
カ
ー
は
本
人
か
ら
数
十
万
円
と
い
う
多
額

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
料
を
受
け
取
っ
て
い
ま

す
。
そ
う
い
う
人
た
ち
で
す
よ
。
刑
罰
を
作
ら

な
い
と
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
善
意
に
頼
る
の

は
無
理
だ
と
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
人
た
ち
と
向
き

合
っ
て
き
て
感
じ
ま
す
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
人
た

ち
に
と
っ
て
法
律
は
目
安
で
す
。
賄
賂
の
国
で

す
か
ら
絶
対
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

清
水
　
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
来
て
、
栗
田
社
長
の

よ
う
な
経
営
者
の
気
持
ち
に
触
れ
た
ら
働
く
方

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
り
ま
す
ね
。
さ
て
、

企
業
主
導
型
保
育
園
の
方
は
い
か
が
で
す
か
。

企
業
主
導
型
保
育
園
の
運
営

栗
田
　
当
社
の
子
ど
も
が
４
人
入
所
し
て
い
ま

す
。
中
国
人
１
人
、
日
本
人
１
人
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
人
２
人
（
双
子
）
で
す
が
、
生
活
習
慣
の

異
な
る
外
国
人
の
親
の
対
応
に
保
育
士
が
当
惑

し
て
い
る
た
め
、
今
は
特
定
技
能
の
子
ど
も
は

預
か
ら
な
い
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
も
と
も
と

定
員
30
人
で
開
設
し
た
の
で
す
が
、
子
ど
も
家

庭
庁
が
で
き
た
こ
と
で
人
数
枠
が
０
歳
・
１

歳
・
２
歳
の
12
人
に
変
更
に
な
っ
て
し
ま
い
し

ま
し
た
。
何
度
も
申
請
を
提
出
し
て
い
ま
す

が
、
認
め
て
も
ら
え
ま
せ
ん
。

清
水
　
国
は
子
ど
も
支
援
す
る
と
言
っ
て
い
る

の
に
逆
行
し
て
い
ま
す
ね
。

栗
田
　
本
来
、
私
が
保
育
園
を
作
っ
た
の
は
日

本
人
の
契
約
社
員
を
呼
び
た
か
っ
た
か
ら
で
す

が
、
そ
の
よ
う
な
新
規
利
用
は
あ
り
ま
せ
ん
。

企
業
主
導
型
保
育
園
は
認
可
保
育
園
で
は
な
い

た
め
、
国
か
ら
の
補
助
金
が
少
な
い
の
で
運
営

が
大
変
で
す
。

　

一
方
で
、
日
本
の
法
律
が
ど
ん
ど
ん
変
わ

り
、
技
能
実
習
が
特
定
技
能
に
な
っ
て
在
留
期

間
は
３
年
が
５
年
に
、
５
年
が
10
年
に
な
り
ま

し
た
。
特
定
技
能
２
号
は
外
国
人
の
永
住
や
、

国
か
ら
家
族
（
妻
と
子
ど
も
）
を
呼
ん
で
も
よ

い
と
な
っ
て
い
ま
す
ね
。
い
ろ
い
ろ
な
社
会
保

障
に
関
わ
る
こ
と
が
発
生
し
ま
す
。
国
は
本
当

に
そ
こ
ま
で
責
任
を
持
つ
覚
悟
で
法
案
を
作
成

し
て
い
る
の
か
と
疑
い
た
く
な
り
ま
す
。

清
水
　
消
費
人
口
と
し
て
も
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
ね
。

栗
田
　
消
費
人
口
と
い
う
期
待
は
持
た
な
い
方

が
よ
い
と
思
い
ま
す
。
外
国
人
の
労
働
の
目
的

は
仕
送
り
で
す
。
将
来
結
婚
し
て
子
ど
も
を
産

ん
で
も
仕
送
り
は
続
く
と
思
い
ま
す
の
で
日
本

の
消
費
に
は
貢
献
し
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
労

働
力
で
あ
れ
ば
５
年
で
帰
す
べ
き
で
す
。
10
年

は
長
い
で
す
よ
。

清
水
　
栗
田
社
長
の
見
方
は
厳
し
い
で
す
が
、

お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
す
。
外
国
人
の
子
ど
も
や
介

護
の
こ
と
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス
を
考
え
て

外
国
人
材
の
体
制
を
作
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

栗
田
社
長
は
惣
菜
製
造
業
の
高
度
人
材
に
つ
い

て
提
案
が
あ
る
と
お
聞
き
ま
し
た
。

栗
田
　
外
国
人
の
惣
菜
管
理
士
取
得
者
が
高
度

人
材
と
し
て
、
政
府
が
認
め
て
く
れ
る
よ
う
な

流
れ
を
協
会
で
作
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ

う
か
。
当
社
の
特
定
技
能
で
、
高
度
人
材
の
在

留
資
格
を
目
指
し
て
電
気
工
事
士
３
級
を
取
得

す
る
た
め
に
勉
強
し
て
い
る
外
国
人
が
い
ま

す
。
惣
菜
管
理
士
も
そ
う
い
う
資
格
に
該
当
す

る
よ
う
に
な
れ
ば
、
資
格
の
付
加
価
値
が
上
が

り
、
海
外
へ
の
Ｐ
Ｒ
に
も
な
る
と
思
い
ま
す
。

技
能
実
習
か
ら
特
定
技
能
に
移
行
す
る
と
き
に

は
、
調
理
現
場
で
５
年
働
い
た
実
績
が
調
理
師

免
許
の
受
験
資
格
と
な
る
の
で
こ
れ
も
取
得
さ

せ
て
あ
げ
た
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
実
績
や
学
ん
だ

こ
と
が
プ
ラ
ス
に
な
る
よ
う
な
制
度
を
作
り
支

援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
外
国
人
労
働

者
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
、
業
界
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。
調
理
師
免
許
の
交

付
は
都
道
府
県
知
事
な
の
で
、
国
へ
の
働
き
か

け
と
は
違
っ
て
大
変
で
す
が
、
ぜ
ひ
お
願
い
し

ま
す
。

清
水
　
協
会
も
そ
う
い
う
ア
ク
シ
ョ
ン
を
し
て

い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
動
き
始

め
る
際
に
は
、
助
言
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
日
は
知
ら
な
い
こ
と
を
た
く
さ
ん
教
え
て

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

え
て
い
ま
す
。
当
社
で
働
い
て
い
る
ミ
ャ
ン
マ
ー

人
の
知
人
が
国
の
紛
争
に
巻
き
込
ま
れ
て
亡
く

な
っ
た
と
い
う
痛
ま
し
い
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。

日
本
か
ら
安
全
確
認
を
す
れ
ば
よ
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
今
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
危
険
な
と
こ

ろ
に
住
ん
で
い
る
人
は
、
親
に
送
金
し
て
安
全
な

と
こ
ろ
に
引
っ
越
し
て
も
ら
い
な
さ
い
と
言
っ

て
い
ま
す
。

清
水　
お
国
の
こ
と
も
心
配
で
す
ね
。
日
本
に

来
る
前
は
何
を
し
て
い
ま
し
た
か
。

ピ
ョ
ウ
テ
ィ
ウ
ィ　
車
の
工
場
で
働
い
て
、
辞
め

て
か
ら
日
本
語
学
校
に
通
い
日
本
に
来
ま
し
た
。

イ
エ
モ
ン　
１
年
間
、
日
本
語
学
校
に
通
っ
て

か
ら
日
本
に
来
ま
し
た
。

栗
田　
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
小
・
中
学
校
は
義
務
教

育
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
高
校
は
国
立
で
す
。
学

校
に
通
わ
な
い
子
ど
も
も
い
ま
す
。
日
本
に
来

る
人
は
高
校
を
卒
業
し
て
、
ま
た
高
校
の
途
中

で
技
能
実
習
生
の
勉
強
を
し
て
か
ら
、
ま
た
は

大
学
を
中
退
や
卒
業
し
就
職
し
た
後
か
ら
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
パ
タ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
。
基

本
は
お
金
を
稼
ぐ
こ
と
が
目
的
で
す
。

ピ
ョ
ウ
テ
ィ
ウ
ィ　
日
本
に
限
ら
ず
、
外
国
に
出

た
友
達
は
お
金
を
た
く
さ
ん
得
て
い
る
の
で
、
外

国
に
出
た
方
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。
韓
国
は
日
本

よ
り
税
金
が
少
な
い
の
が
良
い
と
友
達
は
言
っ

て
い
ま
し
た
。

清
水　
そ
う
い
う
こ
と
も
大
事
で
す
ね
。
ミ
ャ

ン
マ
ー
の
月
収
は
ど
れ
く
ら
い
で
す
か
。

ピ
ョ
ウ
テ
ィ
ウ
ィ　
７
年
前
は
日
本
円
で
２
万

円
位
で
し
た
が
、
今
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
チ
ャ
ッ

ト
の
価
値
が
下
が
っ
て
い
る
の
で
、
安
く
な
っ

て
い
ま
す
。

清
水　
帰
国
し
た
ら
何
が
し
た
い
で
す
か
。

ピ
ョ
ウ
テ
ィ
ウ
ィ　
レ
ス
ト
ラ
ン
を
出
し
た
い

で
す
。

イ
エ
モ
ン　
日
本
語
の
先
生
で
す
。
そ
し
て
学

校
の
隣
に
食
事
処
を
出
す
こ
と
で
す
。

清
水　
目
標
が
し
っ
か
り
し
て
い
ま
す
ね
。
ぜ

ひ
夢
を
実
現
し
て
く
だ
さ
い
。
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行
　

発
行

所
　

一
般

社
団

法
人

 日
本

惣
菜

協
会

　
〒

102
─0093 東

京
都

千
代

田
区

平
河

町
1

─3
─13  平

河
町

フ
ロ

ン
ト

ビ
ル

2F　
T

EL:03
─6272

─8515（
代

表
）

編
集

・
制

作
・

広
告

・
購

読
申

込
　

㈱
 日

本
食

糧
新

聞
社

　
〒

104-0041 東
京

都
中

央
区

入
船

3-2-10　
ア

ー
バ

ン
ネ

ッ
ト

入
船

ビ
ル

5階
　

T
EL:03

─3537
─1303　

購
読

料
:年

間
6,415円

（
本

体
5,832円

+
税

10%
）

2024

4

2024年５月開講 通信教育

3,363

4～5月 5～7月 8月 9月

（株）Aコープ東日本
上記企業など、59社で実施中　　順不同

2F

（2024年3月現在）

申込はマイページ（WEB）から

受講申込４月１日から５月31日まで




